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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
地中に設置される基礎部と前記基礎部に固定される本体部とから構成されており、耐震性
と水密性を備えた避難空間を有するシェルターであって、前記本体部の上部が平面視楕円
状のレモン型形状に形成されており、津波到来時に津波から受ける衝撃を分散させる滑ら
かな曲面形状を有し、津波到来時に津波から受ける衝撃をできる限り少なくするため前記
シェルター全体の３分の２が地中に埋設された状態において前記本体部の上部の地上に露
出しているレモン型形状の突出部分の箇所に出入口用ハッチが取り付けられ、前記シェル
ターの大きさは、家庭敷地内の駐車スペース程度の広さに設置できる小型シェルターであ
り、前記シェルターの本体部の材質は、気泡コンクリートの表面に硬化型のポリウレア系
樹脂を被覆して外側及び内側塗膜を形成することにより軽量で且つ強度と耐火性を有し、
前記避難空間内に長時間の避難を可能とするため換気手段として自然吸気換気装置と逆止
弁付ＣＯ２排出換気扇が備えられており、前記自然吸気換気装置は、前記シェルターの本
体部の突出頂部に設置され、津波前又は津波後に自然の空気を前記シェルター内に流入さ
せるために強制的に空気を吸い込むモーターファンと、ハンドル操作によって開口部の開
閉を確実に行うクランク機構とを備えることを特徴とするシェルター。
【請求項２】
前記シェルターの本体部内部の避難空間には、前記出入口用ハッチの下方から床面につな
がる階段が設けられており、ベッド及びトイレが設置されていることを特徴とする請求項
１に記載のシェルター。
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【請求項３】
前記シェルターに外部を確認する手段としてカメラ装置が備えられていることを特徴とす
る請求項１又は請求項２に記載のシェルター。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、津波や洪水などの災害発生時に一時的に避難するシェルターに関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　津波や洪水などの災害が発生した際、高台にある学校や公民館等の公共施設へ避難する
のが一般的であるが、津波の進行速度は極めて早いため、逃げ遅れて津波に飲み込まれて
しまう危険性が高い。特に海岸近くの住民は短時間で高台まで避難することは困難であり
、更に高齢者や病人を家族や身内に抱えている場合には、徒歩での高台や遠隔地への迅速
な避難は一層困難であるといえる。このため、津波や洪水などの災害発生時に短時間で避
難するためのシェルターが多数提案されている。
【０００３】
　実用新案登録第３１８１６２０号公報（特許文献１）には、健常者でなくともシェルタ
ー内への避難を容易且つ速やかに行える地下に埋設して使用する防水仕様の津波シェルタ
ーを提供することを目的とし、地上部は、室内側に開閉可能な防水ドアを有し、地上部か
ら地下部に降りる手段として、タラップおよび滑り台が設けられ、地下部の上面には地上
部を有しない面があり、地上部の屋根の一部は室内側に向けてせり上がった傾斜屋根で構
成され、地上部を有しない地下部の上面には地上に出入り可能な防水ハッチが設けられ、
防水ハッチは傾斜屋根の下方に傾斜した方向に位置する「津波シェルター」が提案されて
いる。
【０００４】
　また、特開２０１３－１４８９８号公報（特許文献２）には、地震に対する強度が高く
、津波が押し寄せても浸水したり破損したりしないことを目的とし、地下シェルターは、
地中に埋設されていて、プレキャスト構造からなる側版と頂版と底版とを組み立ててなり
、水密性の地下空間を有する。頂版に開閉可能なハッチを取り付け、地下空間には床面に
つながる階段を形成した。頂版に開口部を設け、進退可能な潜望鏡またはカメラを水密に
設けた「地下シェルター」が提案されている。
【０００５】
　また、特開２００７－２７７９９８号公報（特許文献３）には、津波発生時においては
、極めて短時間で内部に避難することができ、逃げ遅れて津波にまきこまれる危険性を解
消することが可能であり、通常時には家屋の一部として利用することができ、簡易な設備
構成で有用性が高い家屋付設式津波避難用シェルターを提供することを目的とし、家屋に
対して一体に付設されて該家屋内からの出入りが可能とされてなるシェルターであって、
津波来襲時において、家屋からシェルターを分離させるための分離手段と、家屋から分離
されたシェルターを密閉する密閉手段とを具備し、家屋から分離された状態において水に
浮くことを特徴とする「家屋付設式津波避難用シェルター」が提案されている。
【０００６】
　また、特開２０１２－２３３３０６号公報（特許文献４）には、通常時には建物の屋根
と一体になった個室として使用することができ、津波や洪水などによって建物が屋根まで
浸水した際に、水の力によって自然に建物から分離されて浮上する避難用シェルターとし
て利用できる津波対応シェルター付き建物を提供することを目的とし、建物の屋根部が、
密閉空間を有するシェルターで形成され、該シェルターが居住部の上方に配置された構造
とする「津波対応シェルター付き建物」が提案されている。
【０００７】
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　また、特開２０１３－７９５６０号公報（特許文献５）には、人が存在している場所の
すぐ近くに設置され、津波襲来までの楽に短時間で避難することを目的とし、機密性を保
つ空間と閉じた時に浸水を防ぐことが可能な出入口を有し、船首形状を両端に持つ逆さ船
型建造物を、人々が津波襲来時に素早く建造物内に避難する為に、住居、学校、事業所、
商業施設などの近くに設置する「津波シェルター」が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】実用新案登録第３１８１６２０号公報
【特許文献２】特開２０１３－１４８９８号公報
【特許文献３】特開２００７－２７７９９８号公報
【特許文献４】特開２０１２－２３３３０６号公報
【特許文献５】特開２０１３－７９５６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、従来の地下シェルターの提案については、改めて地下室建築工事をしな
ければならないので、そのコストや施工期間は多大であり、どこにでも容易に設置できる
ものではなく、家屋建設後の後付施設としても容易には設置できないことから実用的では
ないと考えられる。
　また、従来の浮上する避難シェルターの提案については、津波の押し波、引き波によっ
てシェルターはあちこちに衝突するので、避難者が相当なダメージを負いかねない。特に
高齢者や病人等は体力が無いため、激しい衝突に耐えられないと考えられる。
　そこで、本発明は、避難者近傍に容易に設置可能であり、高齢者や病人等でも短時間で
安全に避難可能であり、且つ設置コストの低減を図ることができるシェルターを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、地中に設置される基礎部と前
記基礎部に固定される本体部とから構成されており、耐震性と水密性を備えた避難空間を
有するシェルターであって、前記本体部の上部が平面視楕円状のレモン型形状に形成され
ており、津波到来時に津波から受ける衝撃を分散させる滑らかな曲面形状を有し、津波到
来時に津波から受ける衝撃をできる限り少なくするため前記シェルター全体の３分の２が
地中に埋設された状態において前記本体部の上部の地上に露出しているレモン型形状の突
出部分の箇所に出入口用ハッチが取り付けられ、前記シェルターの大きさは、家庭敷地内
の駐車スペース程度の広さに設置できる小型シェルターであり、前記シェルターの本体部
の材質は、気泡コンクリートの表面に硬化型のポリウレア系樹脂を被覆して外側及び内側
塗膜を形成することにより軽量で且つ強度と耐火性を有し、
前記避難空間内に長時間の避難を可能とするため換気手段として自然吸気換気装置と逆止
弁付ＣＯ２排出換気扇が備えられており、前記自然吸気換気装置は、前記シェルターの本
体部の突出頂部に設置され、津波前又は津波後に自然の空気を前記シェルター内に流入さ
せるために強制的に空気を吸い込むモーターファンと、ハンドル操作によって開口部の開
閉を確実に行うクランク機構とを備えることを特徴とする。
 
【００１１】
　削除
【００１２】
　削除
【００１３】
　削除
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【００１４】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の前記シェルターの本体部内部の避難
空間には、前記出入口用ハッチの下方から床面につながる階段が設けられており、ベッド
及びトイレが設置されていることを特徴とする。
 
【００１７】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の前記シェルターに外部
を確認する手段としてカメラ装置が備えられていることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１８】
　以上のように、本発明にかかるシェルターによれば、本体部の上部が平面視楕円状のレ
モン型形状に形成されているので、津波から受ける衝撃を分散することができる。また、
シェルターを家庭敷地内に設置できるので、高齢者や病人等でも短時間で安全に避難する
ことができる。さらに、シェルターの構造自体はシンプルであり、シェルター全体の３分
の２が地中に埋設された状態において地上に露出しているレモン型形状の突出部分の箇所
に出入口用ハッチが取り付けられるので、従来の地下シェルターと比較して低コストで設
置することができる。また、換気手段として自然吸気換気装置と逆止弁付ＣＯ２排出換気
扇を備えているので、避難空間内に長時間（６～２４時間程度）避難することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明にかかるシェルターの実施形態の一例を示す正面図である。
【図２】本発明にかかるシェルターの実施形態の一例を示す側面図である。
【図３】本発明にかかるシェルターの実施形態の一例を示す平面図である。
【図４】図１に示すシェルターの断面説明図である。
【図５】図２に示すシェルターの断面説明図である。
【図６】図３に示すシェルターの断面説明図である。
【図７】図１に示すシェルターの設置説明図である。
【図８】本発明にかかるシェルターの実施形態の他例を示す断面説明図（正面）である。
【図９】図８に示すシェルターの断面説明図（側面）である。
【図１０】図８に示すシェルターの断面説明図（平面）である。
【図１１】図８に示すシェルターに設置される自然吸気換気装置の一例を示す断面説明図
（正面）である。
【図１２】図８に示す自然吸気換気装置の断面説明図（側面）である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明にかかるシェルターの実施の一形態について図面を参酌しながら説明する
。図１は本発明にかかるシェルターの実施形態の一例を示す正面図、図２はその側面図、
図３はその平面図である。
【００２１】
　シェルター１は、図１乃至図３に示すように基礎部１０と本体部２０とから構成されて
いる。基礎部１０は、地中に設置される基礎底盤となるものであり、所要の厚さに敷設さ
れるコンクリート土台などからなる。この基礎部１０の上に本体部２０が強固に固定され
、その内部に耐震性と水密性を備えた避難空間が形成される。
【００２２】
　シェルター１の本体部２０の上部は、図１乃至図３に示すように平面視楕円状のドーム
形状又はレモン型形状に形成されている。シェルター１の本体部２０の上部が、このよう
に滑らかな曲面形状を有することにより、シェルター１の長軸方向を津波の押し波と引き
波の方向に合わせて設置しておくと（図７参照）、津波到来時に津波から受ける衝撃を分
散させることが可能になる。また、シェルター１は、全体の半分以上が地中に埋設される
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。津波到来時に津波から受ける衝撃をできる限り少なくするためには、図７に示すように
全体の３分の２を地中（符号Ａ）に埋めるのが好ましい。なお、このようにシェルター１
の全体の半分以上が地中に埋設されるため、少なくとも本体部２０の上部の地上に露出し
ている部分の形状が滑らかな曲面形状を有することが必要である。また、地上に露出して
いる部分（レモン型形状）を突出させることにより、津波の押し波・引き波時に襲う浮遊
物をかわし易い形状としている。さらに、地面（符号Ａ１）から一部が突出していること
により、災害時の早期発見に繋がる可能性が高くなる。
【００２３】
　シェルター１の大きさは、家庭敷地内の駐車スペース程度の広さに設置できる小型サイ
ズ（例えば、縦３ｍ×横１．８ｍ×高さ２ｍ）のものが家庭用としては適している。この
シェルター１の中には、４～５名程度が一時的に避難可能である。また、家庭敷地内に設
置することにより、高齢者等でも津波からの避難が容易になる。なお、シェルター１の大
きさについては、上記のサイズに限定されるものではなく、公民館・学校などの公共施設
、会社、商業施設などの近傍に設置する場合は、収容人員を増やすために大型サイズにす
ることもできる。
【００２４】
　シェルター１の本体部２０の材質は、金属素材（例えば、鉄）又は樹脂素材（例えば、
ＦＲＰ）からなる内側層２１と、コンクリート素材（例えば、高強度コンクリート）から
なる外側層２２の２層構造にすることにより、強度と耐火性を備えることが可能になる。
また、外側層２２の外表面には更に強度を高める塗料を塗布してもよい。
【００２５】
　また、シェルター１の本体部２０の上部の地上に露出している箇所には、図１乃至図３
に示すように人力で開閉可能な出入口用ハッチ３０が取り付けられている。シェルター１
の本体部２０内部の避難空間には、出入口用ハッチ３０の下方から床面につながる階段６
０が設けられている。また、避難空間内に長時間（６～２４時間程度）の避難を可能とす
るため換気手段が備えられている。ここで、換気手段の一例としては、図４に示すように
シェルター１内に水が入らず且つシェルター１内の空気を換気することができる特殊空気
流入装置４０、逆止弁付換気口５０と換気ファン５１を採用することができる。なお、換
気手段については、上記の内容に限定されるものではなく、できるだけ長時間の避難を可
能にするものが好ましい。また、シェルター１内に長時間対応の大容量の酸素ボンベなど
を備えてもよい。
【００２６】
　シェルター１の本体部２０内部の避難空間には、図４に示すようにベッド７０、トイレ
８０が設置されている。これにより、高齢者や病人等でも安心して避難することができる
。また、シェルター１の本体部２０の突出頂部には、情報電波をキャッチするアンテナ（
図示省略）、天空に向けたＬＥＤライト（図示省略）を装着することができる。これによ
り、情報収集及び自らの居場所の発見を促すことに繋がる。
【００２７】
　以上のように構成されたシェルター１は、図７に示すようにシェルター１の長軸方向を
海側と陸側の方向（津波の押し波と引き波の方向）に合わせて全体の３分の２を地中（符
号Ａ）に埋めて設置される。また、シェルター１を家庭敷地内に設置することにより、高
齢者等でも津波からの避難が容易になる。そして、地震発生時にシェルター１内に避難し
ておくことにより、津波が押し寄せた際に、津波はシェルター１の本体部２０の上部を通
過してシェルター１内への水の侵入を防ぎ、避難者を津波の災害から守ることができる。
【００２８】
　次に、本発明にかかるシェルターの実施形態の他例について説明する。図８は本発明に
かかるシェルターの実施形態の他例を示す断面説明図（正面）、図９はその断面説明図（
側面）、図１０はその断面説明図（平面）である。
【００２９】
　シェルター１００は、図８乃至図１０に示すように基礎部１１０と本体部１２０とから
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構成されている。基礎部１１０は、地中に設置される基礎底盤となるものであり、この基
礎部１１０の上に本体部１２０が強固に固定され、その内部に耐震性と水密性を備えた避
難空間が形成される。
【００３０】
　シェルター１００の本体部１２０の上部は、図８乃至図１０に示すように平面視楕円状
のドーム形状又はレモン型形状に形成されている。シェルター１００の本体部１２０の上
部が、このように滑らかな曲面形状を有することにより、シェルター１００の長軸方向を
津波の押し波と引き波の方向に合わせて設置しておくと（図７参照）、津波到来時に津波
から受ける衝撃を分散させることが可能になる。また、シェルター１００は、全体の半分
以上が地中に埋設される。津波到来時に津波から受ける衝撃をできる限り少なくするため
には、図７に示すように全体の３分の２を地中（符号Ａ）に埋めるのが好ましい。なお、
このようにシェルター１００の全体の半分以上が地中に埋設されるため、少なくとも本体
部１２０の上部の地上に露出している部分の形状が滑らかな曲面形状を有することが必要
である。また、地上に露出している部分（レモン型形状）を突出させることにより、津波
の押し波・引き波時に襲う浮遊物をかわし易い形状としている。さらに、地面（符号Ａ１
）から一部が突出していることにより、災害時の早期発見に繋がる可能性が高くなる。
【００３１】
　シェルター１００の大きさは、家庭敷地内の駐車スペース程度の広さに設置できる小型
サイズ（例えば、縦３ｍ×横１．８ｍ×高さ２ｍ）のものが家庭用としては適している。
このシェルター１００の中には、４～５名程度が一時的に避難可能である。また、家庭敷
地内に設置することにより、高齢者等でも津波からの避難が容易になる。なお、シェルタ
ー１００の大きさについては、上記のサイズに限定されるものではなく、公民館・学校な
どの公共施設、会社、商業施設などの近傍に設置する場合は、収容人員を増やすために大
型サイズにすることもできる。
【００３２】
　シェルター１００の本体部１２０の材質は、気泡コンクリートの表面に硬化型のポリウ
レア系樹脂を被覆して外側及び内側塗膜を形成することにより、軽量で且つ強度と耐火性
を備えることが可能になる。気泡コンクリートは、例えば、建築物の壁、屋根、床などに
使用される軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）を使用して所定の厚さ（例えば、１３５ｍｍ
）に形成される。また、塗膜の材料は、例えば、「ＬＩＮＥ－Ｘ社（米国）製のＬＩＮＥ
－Ｘ／ＰＡＸＣＯＮ（登録商標）」が用いられる。このコーティング材は、対衝撃・防爆
・防錆・防蝕・防水・耐熱・耐磨耗・耐塩害・耐薬品・滑り止め・細菌の繁殖防止等の性
能を高める等の効果を発揮する。
【００３３】
　また、シェルター１００の本体部１２０の上部の地上に露出している箇所には、図８及
び図９に示すように人力で開閉可能な出入口用ハッチ１３０が取り付けられている。シェ
ルター１００の本体部１２０内部の避難空間には、出入口用ハッチ１３０の下方から床面
につながる階段１６０が設けられている。また、避難空間内に長時間（６～２４時間程度
）の避難を可能とするため換気手段が備えられている。この換気手段の一例としては、図
１１及び図１２に示すように自然吸気換気装置１４０、逆止弁付ＣＯ２排出換気扇（図示
省略）等を採用することができる。ここで、自然吸気換気装置１４０は、小型サイズ（例
えば、直径４５ｍｍ）で気密性と耐熱性を有し、シェルター１００の本体部１２０の突出
頂部に設置され、津波前又は津波後に自然の空気をシェルター１００内に流入させるため
に強制的に空気を吸い込むモーターファン１４１を備えている。また、クランク機構１４
２を構成することにより、ハンドル操作によって開口部の開閉を確実に行うことができ気
密性を確保することができる。
【００３４】
　シェルター１００の本体部１２０内部の避難空間には、ベッド１７０、トイレ（図示省
略）が設置されている。また、外部を確認する手段としカメラ装置（図示省略）が備えら
れている。カメラ装置は、例えば、シェルター１００の本体部１２０から上方に伸長する
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棒状部材に複数の撮像レンズが付設されることにより、避難者はシェルター１００の周囲
の状況を画像により確認することができる。また、シェルター１００の本体部１２０には
、情報電波をキャッチするアンテナ（図示省略）、天空に向けたＬＥＤライト（図示省略
）を装着することができる。これにより、情報収集及び自らの居場所の発見を促すことに
繋がる。
【符号の説明】
【００３５】
Ａ　地中
Ａ１　地面
１　シェルター
１０　基礎部
２０　本体部
２１　内側層
２２　外側層
３０　出入口用ハッチ
４０　特殊空気流入装置
５０　逆止弁付換気口
５１　換気ファン
６０　階段
７０　ベッド
８０　トイレ
１００　シェルター
１１０　基礎部
１２０　本体部
１３０　出入口用ハッチ
１４０　自然吸気換気装置
１４１　モーターファン
１４２　クランク機構
１６０　階段
１７０　ベッド
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